






若菜上巻の物語では、入道の手紙が明石 尼君・明石 君・明石 女御、さらには光源氏によって読み継がれ、様々な反響を及ぼしてゆく。
ところで、ラカンは﹁手紙はかならず宛先に届く﹂と言う。この主










































やかにさし出でて世を照らす、みづからは 山 下の蔭に隠れて その光にあたらず、山をば広き海に浮かべおきて、小さき舟に乗りて、西の方をさして漕ぎゆ となむ見はべし﹂ ︵若菜上④一一三︶という内容であった。この夢は ﹃花鳥余情﹄の言及のごとく﹃過去現在因果経﹄に拠り、入道の子は女であり、孫は后 曾孫は東宮 なっ やがて帝位につく。入道自身は現世で外戚としての栄華に浸ろう せず、世を遁れて西方浄土に往生するものと解釈されている。生別の朝にも、入道は﹁この身は長く世を棄 し心はべ 君たちは世を照らしたまふべき光しるければ
﹂ ︵松風②四〇五︶と語り、夢の存在を匂




避らぬ別れ 御心動かし ﹂ ︵松風②四〇六 言い放っていた。両者とも、自分の死後にいつまでも娘が悲 まな ようにあらかじめ慰めている。
これらの手紙の文面と発言は、内容のみならず、選ばれ そ
のものも即応している。父 の手によって、一つひとつ確かに刻み込まれた文字は、十年もの歳月を飛び越えて父の生別のこ ばを反芻させる。明石 君 父が強 執念 もって一族の将来の繁栄を今まで祈り続け、自分 死に方より 後の世代の幸せな生き方を常に気にかけてくれていたことを痛感し のではないか。肉声と追伸を通し、二度も決別のことばを直接投げかけられた明石の君は、まず﹁あひ見で過ぎはてぬるに そは﹂ ︵若菜上④一一八︶と父との永別を確信し、涙をせきとめられな なる。
そして、入道の手紙の夢語りに注目し、 ﹁かつは
行く先頼もしく、




















み﹂をかけた父によって様々なもの思 に沈 を、明石の君は﹁など﹂ ﹁あやしく﹂と不審に感じていた。ところが、 ﹁夢語﹂ 読み、自分を不安な目に遭わせた父の﹁ひが心﹂は、彼が頼み続けた に基いた信念であったことを思い知る。その時、明石の君 とって、入道の﹁ひが心﹂は﹁心高﹂きものに変わる。入道は手紙 通して口頭で伝えた自らの思いを再び記し、加えて今まで誰にも明かさなかっ 夢の内容を綴った。かつて父が自分に語っ こ ばと彼の偏屈な行動のすべては父の﹁はかなき夢﹂にかけた﹁頼み﹂ 支えられて た だと気づき、明石 君 衝撃を受けたに違いない。長文 手紙を介して
過去と現在が繋がり、入道の信念の固さを再確認したからこそ、入道は子を思う﹁心高き﹂父として娘の立場から再評価されたと言えよう。
その後、明石の君は、入道の手紙を読んだ感想を母の尼君と語り始

























ずさるべからむをりに御覧じて、この中のことどもはせさせたまへ﹂ 、二つ目は﹁疎き人には、な漏らさせたまひそ﹂ 、三つ目 ﹁対の上の御心、おろかに思ひこえさせたまふな﹂ ︵全て若菜上④一二三︶というものである。
一つ目の忠告は、 ﹁祖父の瑞夢を完遂したら、住吉神社に願ほどき
を果たせ﹂という内容にな 。願文を女御の身辺の﹁御厨子など﹂に保管しておくこ を命じ の 、入道が何十年もかけて書きためた多数の願文 少しずつ読むことを女御 求めているからでは いか。一つひとつの願文を開 たびに祖父入道が自分の宿運 必死に祈り続けてくれていたという事実を女御が痛感することになるからである。二つ目は、 ﹁願文の存在は気心の知れない人には秘密 せよ﹂と 明石一族以外の人々に夢 存在とその実現に向けた野心を勘づ れることを警戒する発言と受け取れる。三つ目は、 ﹁紫の上へ 感謝を忘な﹂というものである。前二者は、 箱に蓄積された願文が明石一族の繁栄を示す証拠であることを、そして、女御に多数 願文が詰まった文箱を託すことで、これからは彼女が明石一族 一員 して﹁明石家の大願を一身に荷う人であるこ ﹂ 意識させてい
る6
。三つ目のこ













し、先述した明石の君への追伸には﹁命終はらむ月日もさ な知ろしめ そ﹂と永訣のことばを綴っていた。これらを見て女 は入道手紙を祖父からの﹁遺 ﹂ 捉え、重く受け止めたこと ろう
思えば、母明石の君が入道の手紙を読む時と後に光源氏が読む際に






て物語に叙述されることも注目すべきである。さらには、その形態の直後に、女御の﹁いとあはれ﹂という思いが繋がることも見逃せない。五六枚もの枚数を使い、自らの人生の足跡を残した﹁いとうたて強く憎げなるさま﹂のこ ばと筆跡は、入道の頑強な性格をうかがわせる。長い年月を経て黄ばんだ料紙に深く染み込んだ香りは、自分が産まれる前の遠い過去の時空までも呼び起こさせ 積 思い も暗示させる。女御は、多数の願文の存在、長大な手 の内容や手紙にまつわる情報のすべてを手がかりにし、入道の人と りと彼が導いてくれた自身の宿運を感じ取った。そ 時、尼君 声 介した時 はまだ芽生えなかった祖父への﹁いとあはれ﹂という感情が女御の中に初めて湧いてくるのである。
松井健児の言うように、女御の出産前の尼君の昔語りは﹁声による
出生の起源譚﹂であり、入道の手紙は﹁文字によ そ 出生 起源譚﹂であっ
た9
。加えて、明石の地を離れた時には、幼さゆえに入道と
直に触れ合った記憶をもたない女御にとっ 、入道の手紙は祖父 身体性や人柄、その人生全般を詳しく知るための重要な媒体とし 感受されたのではない
か0
。明石の君が﹁いまはのとぢめを御覧ぜらるべき
身﹂と、女御と自分の身分差を認識し、 ﹁遺言﹂として切に訴えかける。そうすることで、一族の将来へ 祈りが封じられた願文が詰ま 文
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入道への﹁あはれ﹂の情が生じるの 入道の手紙 妻と 、また娘として、さらに孫としての立場から深 感慨をもって受け止め れたことを強調していよう。入道 手紙が明石家三代 女たちに読み継がれる について、三田村雅子は﹁明石入道の手紙をきっかけ六条院の中に行方不明の入道への思いを中核に 新しい異質な﹃家族﹄が形づくられた﹂と述べ
る@
。明石家の女たちは、ここに不在であ
るがゆえに入道への思い 募らせ 過去と現在を結び合わせながら道の最期のメッセージを丁寧 読み解いてゆく を恋しく思う身内の傍らで、それぞれ 同一の手紙を直に読むことで、 ﹁あはれ﹂の感慨と同じ涙を共有し、血脈に支えられた 石一族の強固な絆が再構









と内容を問い詰め 光源氏への対応にわずらわし を感じ、入道 手紙を見せることにした。 は涙を押しぬぐいなが あの﹁夢のわたり﹂に目を留め、自身の過去を想起してゆ 。その手紙は、かつて入道から光源氏に向けた以下 二例の発言とも対応して る。明石浦で、入道は ﹁昼夜の六時の勤めに、みづから 蓮 上の願ひをばさるものにて、ただこの人を高き本意かな まへとなん念じはべる﹂ ︵明石②二四五︶ 、自らの極楽浄土をさし置い ﹁六時の勤め﹂で娘のことを強く祈り続けていることを語って た︵一節に見
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らぬ世の契りにこそは﹂ ︵明石②二四六︶と、入道が繰り出す 物語﹂によって、入道の祈りと住吉の神に導かれた明石一族と 深い宿縁を感じ取っていた。
その後、光源氏は、明石の女御誕生の報告を受けると、自分になさ












生別のことばには﹁思ふ心ひとつを頼みはべりしに﹂ ︵松風②四〇五︶と、夢に基づいた判断 読めるこ ば 何度もほのめかしていた。夢の内容を信じる がその時々の入道の判断力と行動力を起こしていたのである。
この﹁思ふさま﹂などの発言が娘の明石の姫君誕生以後、光源氏の
側にも、繰り返し現れることは注目 値する。光源氏もまた、 ﹁宿曜の予言﹂を語らずにこれらの語を用 ている。娘が産まれた直後、 ﹁あやしう思ひやりなきやうな ど、
思ふさまことなることにてなむ﹂ ︵澪
標②二八八︶と語 かつて桐壺院に仕えて 信頼できる宣旨女房を姫君の乳母として呼び寄せた。明石の君の出産を紫の上に報告する際には、 ﹁この人︵明石の君︶をか まで思ひやり言 ふは、
なほ思
ふやうの べるぞ。まだきに聞こえば、またひが心得たまふべければ﹂と述べる︵澪標②二九 ︶ 。産まれたば 姫君はいずれ皇后になる宿縁があ と主張しても、紫 上の誤解を生む恐れがあ で娘への期待はまだ口にはしない。しか 、娘 将来 見据えて行動してゆこうと光源氏は考えている。ゆえに ここで、その娘の母明石の君も大切にする気持ちを紫の上に認めてもらおうと訴えている。その後、明石の君が入京の勧めに応じよ としない際には、 ﹁さらばこ 若君を。 ︵中略︶
思ふ心あればかたじけなし。
対︵紫の上︶におきて常に

















石の君への期待を語り、強引に結婚を勧めてきた は彼が見 この夢を頼りにして ことだったのか 合点す 。 同時に﹁横さま いみじき目を見、漂ひしも、この人ひとりのた に そあ けれ﹂ ︵同頁︶と、自身の須磨明石流離が明石 女御誕生 あったのだと再認
識する。光源氏は手紙を注意深く読むことで、入道の振る舞いの真の意味と自らの人生の軌跡を結び合わせてゆく。そして、わが栄華の実現のためにも実は、夢に裏づけられた入道の確固たる信念と強い祈りが欠かせなかったということを噛み締めざるをえない。だからこそ、﹁いかなる願をか心に起こしけむ、とゆかしければ﹂ ︵同、一二八︶と、入道の多数の願文の文面までも読みたいと思い、手に取ることになる。今日 光源氏の栄華も将来の繁栄も、宿曜の予言と 瑞夢のみならず、多数の願文にも示されていると感じたのであろう。﹁これは、また
具して奉るべきもの
はべり。今また、聞こえ知らせ
はべらむ﹂ ︵若菜上④一二九︶と、光源氏は女御に語る。光源氏の側にも、入道の願文に添えて女御に渡さなければな ない願文があるという。この願文 内容は物語には叙述されていないが、そこには、住吉の神に光源氏がかけた明石の姫君 将来へ 願 が込め れていのであろう。こ で、光源氏が自分の願文の存在を主張してきたのは、入道 長文 手紙の内容と多数の願文 放つ存在感を見 つけられた彼が不安と焦りを感じ、明石一族 栄華を導いた中心人物は誰 のかを改めて問い直そうとしたから はないか。
さらに﹁そのついで﹂に、光源氏は女御に﹁あなたの御心ばへをお








明石の姫君の入内 ために全力を尽くしたこ は、実はただ入道の夢の実現に助力し いただけなのではないか、紫の上が后がね して姫君を手厚く養育し きたことも 宿願達成に貢献していたに過ぎないのではないかと、どうして 疑念がちらついた 違いな 。
光源氏は願文を提出することで、自分と入道の二人の願 があって
こそ、明石一族 今があるこ を強調 いよう。一族の現在の繁栄には確かに入道の夢や多数の願文の力が作用している とは え 現在の栄華への道を作り、叶えてゆくには今までの自分の地位 権 の方が大きかった だと光源氏は必死に言い張っ 。続く紫の上への称揚も、明石一族 繁栄を築き上げる は 私と紫 上 きめ細やかな教育と尽力が必要であったこと 切に訴えている ある。
光源氏が退出した後、明石の君は、紫の上・女三の宮と自分を比較








宮の即位を確信した光源氏は住吉詣を計画する。その際に﹁かの箱﹂を開けると、文箱の中の多数の願文 は様々な大願が記されていた。振り返れば、三節で見たように五年前に入道の手紙を読んだ直後にも、光源氏は﹁いかなる願をか心に起こしけむ﹂と願文に興味を示し、手に取っていた。だが、その時は文箱をめぐって明石の君 ﹁た 今はついでなく 、
何かは開けさせたまはむ
﹂ ︵同、一二六︶と、箱を








ら﹁年ごとの春秋ごとにかならず﹂住吉神社に参詣しているという事実を光源氏に直に伝えていたし、入道の手紙 も類似の内容があった。ゆえに、明石の君の行く末を祈る願文が多数あることは光源氏もすでに知っていたと考えられる。それだけでなく、 ﹁かならず長き世の祈りを加へたる願ども﹂ 叙述されるように 孫の女御やそのまた子孫 繁栄の めの祈りまで記された願文が文箱の中に多数詰まっていることに、光源氏は驚き 覚えた であ すなわち 年に二度欠かさず住吉神 宛ててした め、何 何月何日と記さ 日付 り﹁生資料﹂が文箱の中に数十年ものあいだ蓄積されていたのだと読める。文箱には、多数の願文とともに膨大な時間が詰まっていた。 ﹁大きな 沈の文箱﹂に封じ込められた多数の願文が一度に開か た途端、そこには入道の燃え ような執念が広が る。入道 長文の手紙も重要であるが、入道の手紙 裏づけ なるその時々の生資料が光源氏の前に一度 現れたこと 意味も大きい。多数 願文は 一族の栄華の道のりを鮮やかに再現したと言えよう。
年に二度の立願によって蓄積された願文の多さとその度ごとに必ず
したためられた明石一族の子孫繁栄 祈りの数々を知った今、光源氏は﹁げにかかる御勢ひならでは、はたしたまふべきこと も思ひおきてざりけり﹂ ︵若菜下④一六八︶という感想をもつ。現在の自分の勢力がなければ実行できないよう 盛大な願果 入道が前もって指図していたのだと捉えたのである。つまり、多数の願文は光源氏とって﹁願果たしを要求する資料﹂として見せつけられたに違いない。
多数の願文をしたためた入道だからこそ、明石の女たちの力のみでは願ほどきをなしえないことを悟っていたのであろう。自分が願果たしの実行者になること 想定し、入道はその実行を求める決定的証拠として多数の願文を長文の手紙に添えて提出してきたのだと、光源氏は受け止めたはずである。そ て、手紙にある﹁若君、国 母 なりたまひて、願ひ満ちたまはむ世に、住吉の御社 はじめ、は し申したまへ
﹂ ︵若菜上④一一四︶ということばも、自分に向けられたものと
して捉え直したのではないか。五年 歳月 経て、入道の文箱に封じられた多数の願文を光源氏がもう一度丁寧 読む。再読 よって、入道の多数の願文 提出先と長文 手紙に書かれたことば 意味が再び問い直されてくる。
また、願文を再読することで光源氏は、入道の願文には﹁ただ走り
書き﹂した筆跡にも﹁才々しくはかばか く﹂と、学才が際立ち、 ﹁仏神も聞 入れ﹂るに違いないほどことばも﹁明らか であること知った。学才がはっきりと見 取れる筆跡は、自信に 力強さがあり、その筆跡と明瞭なことばに夢 実現 の確信を読み取っ のであろう。光源氏はそれらの願文を﹁あはれにおほけなくも御覧 になる。ここで入道が﹁書き記したもの﹂ 文面を読み、初め﹁あはれ﹂の情を向
け&
、感心する。しかし、 ﹁あはれ﹂と同時に﹁おほ









ち出でたらば﹂ ︵同、一七〇︶と反対する こ 時点で に参詣しても、明石一族の栄華物語はまだ完結していないので慎重な行動を取ろうと考えているのであろ 。結局、尼君は老 先短 自ら 意思で住吉詣に同行し しまったが、明石の君は、入道 手紙に られた﹁遺志﹂ 願文に封じ れた強い祈りを受け継ごうとして ることが分かる。女御を国母 させるという一族 悲願 達成を自らの使命に感じ、したたか 動いているのである。また ﹁御方は隠れ処御後見 て、卑下しものしたまへる もぞ、なかなか行く先頼も げ
にめでたかりける
﹂ ︵同、一六七︶とあるように、明石の君は、女御
が産んだ孫の男皇子が立坊しても、蔭の世話役として卑下の姿勢を保ち続けている。し しな ら、その謙虚な姿勢は﹁行く末頼もしげに﹂と評される。今後どんなに卑下し続けようと、明石の君には﹁思ふやうならむ世の中﹂の実現が保証されており、今まで徹底されてきた彼女の卑下の態度は、入道の手紙と願文を受け取って以降、みじめな有り様ではなくなってい 明石一族にとって、入道 長文の手紙と多数の願文は、過去から現在へ、現在から未来へと世界を広げ続けてゆくのである。
????
明石の入道の手紙は、本来の宛先の明石の君だけでなく、明石の尼
君と女御、さらには光源氏まで自身の過去と を結び合わせ、あたかも自分宛ての手紙であるかのように熱心に読んでゆく。明石 君は、手紙を通し かつて入道が自分に語ったことばを再び反芻し、父の思いを再評価する。その後、父 確固たる信念と強い祈りを受け継ぎ、一族の悲願達成のために慎重 判断する存在となる。尼君は、入道と共に歩んだ苦難の日々には夫婦の信頼関係があったこ を再確認し、女御は 尼君 語りを経たうえで から知られざ 過去 入道そのものを知る。そして 明石の女 ちは、自分たち家族 と てかけがえ ない存在を失った悲しみと一族を思う入道 太い信念に触れ、 ﹁あはれ﹂の感慨と同じ涙を共有し合う。手紙 内容と願文
七六
明石の入道の手紙はどう読まれるか︵篭尾︶
在を知ることで、 ﹁尼君―明石の君―明石の女御―男皇子﹂という血脈のもとに結ばれた家族の強固な絆を形成し、入道の手で﹁書かれたもの﹂は、将来の栄華を保証するものとして機能し続ける。それは、明石一族の過去から現在、そして未来に至るまでの自己 役割を明確にしている である。
一方、光源氏は、手紙を介して自らの人生を捉え直すが、入道の手
紙によって自分たち 繁栄を確信し、連帯感を高めた 一族に不安と焦りを感じ、彼女 が出 ぎた真似をしないように諫めている。さらには、願文を再読すること 、長年の祈りに支えられた一族繁栄の決定的証拠を見せつけられ、入道 願文は、自分 願果たしの実行を要求するために提出された資料だと受け止め 。過去から現在 自分に与えられた役割を再認識するものの、そこには葛藤が生じ、未来の生き方 考えて行動する余裕はもはやな 。これまで光源氏は 宿曜の予言をしたたかに信じ、自分の栄華 繋が ように明石の女たちの処遇を決めてき 。ところが 入道 手で力強く書かれた長 手紙と多数の願文の迫力が光源氏の自信 消失 せ 判断力をも鈍らせてしまう。
このように、 ﹃源氏物語﹄の中で最も長い入道の手紙は、文面の長
さだけでなく、光源氏中心 世界を超 て明石一族の個々の読み方を問題にし、多層な構造を織りなしているところに新たな意味がある。明石家三代の女たちは 入道へ 思いを胸 連帯意識をもつが そ意識は妻・娘・孫とし の立場から入道 ﹁遺書﹂を自分宛てのもの













































































 阿部秋生﹁明石の御方﹂ ︵ ﹃源氏物語研究序説﹄東京大学出版会、一九五九年︶は、入道の遺書や願文が光源氏に明石一門との宿縁と同時に﹁紫の上が継母であることをはっきり意 ﹂させたと言及し、注7
論文で三田村雅子は、光源氏から明石の君への紫の上恭順を要求す




 秋山虔﹁源氏物語﹁若菜上﹂巻の一問題―出来事の時間と言説の時間―﹂ ︵ ﹃日本文学の視点と諸相﹄一九九一年五月︶は、この場面における明石の君の観察者としての性格を読み取る。
　
&
　
 入道の手紙を読む前、光源氏が明石の君と女御の様子を見、尼君の
心中を慮り、 ﹁あはれ﹂に思うことはあった︵若菜上④一二六に二例・一二七に一例︶ 。
︹付記︺
  ﹃源氏物語﹄の本文と頁数は、阿部秋生
 他
 校注・
訳﹃
源
氏
物
語
﹄︵
新
編日本古典文学全集、小学館︶によった。
